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（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年12月期第１四半期 3,799 9.3 367 2.1 360 △6.9 246 △9.1

2024年12月期第１四半期 3,475 △13.6 359 △13.1 386 △11.1 270 △7.0

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年12月期第１四半期 24.36 －

2024年12月期第１四半期 26.11 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年12月期第１四半期 18,561 14,007 75.5 1,388.65

2024年12月期 18,512 14,301 77.3 1,414.01

（参考）自己資本 2025年12月期第１四半期 14,007百万円 2024年12月期 14,301百万円

年間配当金
第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭
2024年12月期 － 0.00 － 50.00 50.00
2025年12月期 －
2025年12月期
（予想）

0.00 － 50.00 50.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 13,500 △0.1 1,050 △4.4 1,350 △11.7 970 △14.7 95.97

１．2025年12月期第１四半期の業績（2025年１月１日～2025年３月31日）

（２）財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2025年12月期の業績予想（2025年１月１日～2025年12月31日）

（注１）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年12月期１Ｑ 10,538,420株 2024年12月期 10,538,420株

②  期末自己株式数 2025年12月期１Ｑ 451,152株 2024年12月期 424,027株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年12月期１Ｑ 10,107,116株 2024年12月期１Ｑ 10,372,122株

※  注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：無

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無

③  会計上の見積りの変更                    ：無

④  修正再表示                              ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断される一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績

等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

　業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付資料３ページ「１.経営

成績等の概況 （３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

　当第１四半期累計期間における我が国の経済は、堅調な企業業績を背景とした積極的な設備投資及び雇用・所

得環境の改善やインバウンド需要の拡大等により緩やかな回復基調で推移しました。一方で、原材料等の物価上

昇やウクライナ・中東情勢等の地政学的リスクの高まり、中国における不況及び米国新政権発足に伴う関税引上

げ等の政策がもたらす影響などが懸念され、先行きは不透明な状況が継続しております。

　このような社会情勢及び事業環境を踏まえつつ、当社はパーパス「きれいな空気で、未来を支える。」を掲げ

ており、半導体や電子部品、医療や製薬そして食品等あらゆるものを安心して供給する清浄な空気環境を支えつ

つ、脱炭素社会にも貢献するよう省エネルギー化を推進しております。

　また、当事業年度は「中期経営計画（2024年度〜2028年度）」の２年目となります。今後４年間の業績拡大及

び企業価値向上を計画する上で、人的資本への投資を積極的に行い会社の基盤づくりを進めるとともに、工場へ

の設備投資を積極的に推進しております。今後も高いガバナンス水準の維持や、東京証券取引所による「資本コ

ストや株価を意識した経営の実現に向けた対応」を踏まえた情報開示に努めるとともに、持続的な成長と企業価

値の向上に取組んでまいります。

　当社における事業環境は、世界的にAIに使用される半導体への大型投資が継続される一方、パワー半導体への

投資は踊り場にあり、関連する製造装置会社、半導体関連の部品・素材供給会社の業績は明暗が分かれておりま

す。バイオロジカル分野においては健康寿命を高めるため、超高齢化が進む国内にて製薬・再生医療関連の投資

が堅調に推移すると見込まれます。また、2050年までのカーボンニュートラル実現に向けGHG排出量に関する取

組みが各分野で進んでおり、各種設備及び機器の省エネルギー化対策推進を目的とした設備投資は、継続が期待

されます。

　営業面におきましては、電子工業分野では、半導体製造関連の新工場建設及び既存設備の拡充等による設備投

資が継続し、脱炭素対応として省電力機器の新規導入や老朽化した設備の入替需要も予測されます。また、バイ

オロジカル分野では、製薬工業分野、感染症研究分野の設備投資及び再生医療、食品分野等への設備投資が堅調

に推移すると見込まれます。今後とも、売上増加及び販売コストの回収に向けた各種効率向上による原価低減及

び経費節減に加え、全般的な価格改定による営業利益増加にも注力し、業績拡大に努めてまいります。

　また、営業及びサービスの拡充に向け、北海道地区への新たな拠点として北海道出張所・サービスセンター

（札幌市厚別区）を2025年３月に開所しました。さらに、「第11回 インターフェックスWeek 大阪（２月）」に出

展し、安全キャビネット等多数の製品を紹介しました。

　生産面におきましては、生産効率向上を最優先課題として取組んでおります。草加多目的センター（埼玉県草

加市）が2024年12月に竣工し、主力工場である草加工場の生産・物流効率向上に寄与しております。さらに、カ

ーボンニュートラルへの追加対応として、太陽光発電・蓄電池設備(投資額31百万円)を2025年２月に設置・稼働

いたしました。また、2025年３月には、「赤城スマートファクトリー第２工場（仮称）」の建設工事を契約し、総

工費は約16億円を見込んでおります。2026年９月竣工を目標に、赤城スマートファクトリー用地内へ組立工場兼

倉庫として２階建（床面積 8,680㎡）を建設し、工場機器生産能力の増強及び倉庫賃借料の削減と更なる物流効

率の改善を目標としております。

　製品別の販売状況は、前第１四半期より電子工業・自動車分野向け「エアーシャワー」及び製薬工業向け「薬

塵除去装置」等の機器が増加しました。また、「クリーンパーティション」等がやや減少しました。収益面にお

きましては、売上高及び営業利益は増加しました。経常利益及び四半期純利益は円高へ推移したことにより外貨

預金への為替差損の影響を受けわずかに減少しましたが、いずれも計画値を上回っております。

　以上の結果、当第１四半期累計期間の業績は、売上高37億99百万円（前年同期比9.3％増）、営業利益３億67

百万円（同2.1％増）、経常利益３億60百万円（同6.9％減）、四半期純利益２億46百万円（同9.1％減）となり

ました。
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（２）当四半期の財政状態の概況

  当第１四半期会計期間末における総資産は185億61百万円であり、前事業年度末に比べ48百万円（0.3％）の増

加となりました。

  当第１四半期会計期間末における資産、負債及び純資産の状況とそれらの内訳は次のとおりであります。

（資産）

　流動資産は117億55百万円であり、前事業年度末に比べ１億10百万円（0.9％）の減少となりました。主な内訳

は、現金及び預金２億44百万円の減少、受取手形、売掛金及び契約資産４億１百万円の増加、電子記録債権１億

83百万円の減少及び棚卸資産76百万円の減少となります。

　固定資産は68億５百万円であり、前事業年度末に比べ１億58百万円（2.4％）の増加となりました。主な内訳

は、赤城スマートファクトリー第２工場（仮称）建設等に対する有形固定資産その他に含まれる建設仮勘定１億

33百万円の増加となります。

（負債）

　当第１四半期会計期間末における負債は45億53百万円であり、前事業年度末に比べ３億42百万円（8.1％）の

増加となりました。

　流動負債は39億98百万円であり、前事業年度末に比べ４億円（11.1％）の増加となりました。主な内訳は、短

期借入金２億円の増加及び賞与引当金１億74百万円の増加となります。

　固定負債は５億55百万円であり、前事業年度末に比べ58百万円（9.5％）の減少となりました。主な内訳は、

長期借入金13百万円の減少及び退職給付引当金43百万円の減少となります。

（純資産）

　純資産は140億７百万円であり、前事業年度末に比べ２億94百万円（2.1％）の減少となりました。主な内訳

は、配当金５億７百万円の支出による減少及び四半期純利益２億46百万円の計上による増加となります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2025年12月期の業績予想につきましては、現時点では2025年２月14日に発表した内容に変更はありません。
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（単位：千円）

前事業年度

(2024年12月31日)

当第１四半期会計期間

(2025年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,748,627 2,503,827

受取手形、売掛金及び契約資産 4,286,387 4,687,721

電子記録債権 1,682,441 1,499,335

有価証券 728 666

商品及び製品 1,692,423 1,560,557

仕掛品 489,528 576,282

原材料及び貯蔵品 928,286 896,473

その他 39,398 32,455

貸倒引当金 △1,973 △1,814

流動資産合計 11,865,846 11,755,507

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 2,491,948 2,482,413

土地 2,508,960 2,508,960

その他（純額） 620,391 759,136

有形固定資産合計 5,621,300 5,750,510

無形固定資産 38,905 35,722

投資その他の資産

その他 986,972 1,019,432

貸倒引当金 △75 △75

投資その他の資産合計 986,896 1,019,356

固定資産合計 6,647,103 6,805,589

資産合計 18,512,949 18,561,097

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 521,173 650,815

電子記録債務 1,127,828 1,003,009

短期借入金 380,000 580,000

１年内返済予定の長期借入金 54,264 54,264

未払法人税等 277,163 176,177

製品保証引当金 13,948 15,160

賞与引当金 119,162 294,017

受注損失引当金 17,107 11,349

その他 1,086,855 1,213,260

流動負債合計 3,597,502 3,998,053

固定負債

長期借入金 101,367 87,801

退職給付引当金 482,040 438,450

債務保証損失引当金 3,014 3,287

その他 27,172 25,842

固定負債合計 613,594 555,380

負債合計 4,211,097 4,553,434

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

前事業年度

(2024年12月31日)

当第１四半期会計期間

(2025年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,133,951 2,133,951

資本剰余金 2,182,138 2,182,138

利益剰余金 10,453,174 10,191,582

自己株式 △485,408 △513,144

株主資本合計 14,283,856 13,994,528

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 17,996 13,134

評価・換算差額等合計 17,996 13,134

純資産合計 14,301,852 14,007,662

負債純資産合計 18,512,949 18,561,097
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（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　2024年１月１日
　至　2024年３月31日)

当第１四半期累計期間
(自　2025年１月１日
　至　2025年３月31日)

売上高 3,475,505 3,799,182

売上原価 2,542,446 2,832,862

売上総利益 933,059 966,320

販売費及び一般管理費

運賃及び荷造費 111,041 129,031

役員報酬 18,365 18,477

給料 152,884 162,025

貸倒引当金繰入額 △146 △159

賞与引当金繰入額 41,536 49,135

退職給付費用 7,104 5,807

製品保証引当金繰入額 1,077 1,212

その他 241,481 233,689

販売費及び一般管理費合計 573,344 599,218

営業利益 359,714 367,101

営業外収益

受取利息 350 773

受取配当金 125 125

為替差益 18,824 －

作業くず売却益 2,321 2,515

受取ロイヤリティー 800 3,008

その他 7,090 3,588

営業外収益合計 29,511 10,010

営業外費用

支払利息 377 993

固定資産除却損 1,421 －

債務保証損失引当金繰入額 － 273

譲渡制限付株式報酬償却損 53 334

為替差損 － 14,447

その他 444 653

営業外費用合計 2,296 16,702

経常利益 386,929 360,409

特別利益

新株予約権戻入益 6,393 －

特別利益合計 6,393 －

税引前四半期純利益 393,322 360,409

法人税、住民税及び事業税 164,893 157,785

法人税等調整額 △42,341 △43,573

法人税等合計 122,552 114,211

四半期純利益 270,770 246,197

（２）四半期損益計算書

（第１四半期累計期間）
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

当社は、クリーンエアーシステム事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

前第１四半期累計期間
（自　2024年１月１日

至　2024年３月31日）

当第１四半期累計期間
（自　2025年１月１日

至　2025年３月31日）

減価償却費 48,815千円 63,998千円

（四半期キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

（重要な後発事象の注記）

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年５月15日

日本エアーテック株式会社

取締役会　御中

監査法人アンビシャス

東京都台東区

代 表 社 員
業務執行社員

公認会計士 今津　邦博

代 表 社 員
業務執行社員

公認会計士 田中　昭仁

監査人の結論

　当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている日本エアーテック株式会社の2025年１月１日から

2025年12月31日までの第53期事業年度の第１四半期会計期間（2025年１月１日から2025年３月31日まで）及び第１四半

期累計期間（2025年１月１日から2025年３月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期

損益計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表

等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていない

と信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載されて

いる。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのそ

の他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記

載の省略が適用されている。）に準拠して四半期財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要

な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

　四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切であ

るかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に

公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める

記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する
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（注）１．　上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．　XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。

責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期

財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基

準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成さ

れていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が

認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確

実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を

表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将

来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び

我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基

準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められ

ないかどうかを評価する。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項

について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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